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2019 年度茨城県小学生バレーボール選手権大会 戦評

男子決勝戦

「Ｗｉｎｋ」 対 「上山川」

１セット目序盤、「Ｗｉｎｋ」１番のジャンプサーブで４連続サービスエースすると

流れは「Ｗｉｎｋ」に。７連続得点で７対０と大きくリードする。「上山川」も１番の

スパイクで１点１点積上げて奮闘するも、「上山川」１番にアクシデントがあり離脱す

ると、勢いは「Ｗｉｎｋ」で 21 対７と大きくリードし１セット目を先取。

２セット目「Ｗｉｎｋ」１番のサーブでスタートすると３対０と流れは「Ｗｉｎｋ」

に。しかし、「上山川」１番のエースが戦線復帰すると、すぐさま追いつく。ここから

は「上山川」１番のスパイクに対し「Ｗｉｎｋ」は粘り強いレシーブから１番、４番

の多彩な攻撃で点の取り合いが続いていく。終盤 16 対 16 で迎えた「Ｗｉｎｋ」４番

のサーブが２連続エースとなり 18 対 16 とリードするが、「上山川」も１番のサービス

エースなどで同点に追いつく。しかし「Ｗｉｎｋ」は粘り強いレシーブで流れをつか

み最後は 21 対 18 で２セット目も連取。

セットカウント２対０で「Ｗｉｎｋ」が選手権大会初優勝。

（戦評者：水野）

女子決勝戦

「あみ桜輝」 対 「かすみがうら」

女子決勝は、「あみ桜輝」対「かすみがうら」の県南地区同士の戦となった。支部大

会ではフルセットの激戦となっただけに両者の緊張感が漂う中、ゲームスタートとな

った。

１セット目、サーブは。序盤は順調に「あみ桜輝」が得点を重ねていくが、中盤に

差し掛かる頃、「かすみがうら」がサーブで崩し２度にわたる連続得点を決める。「あ

み桜輝」は必死に応戦するもリズムを変えられず、そのまま「かすみがうら」が 21 対

15 で１セット目を先取した。

続く２セット目、お互いが３点以上の連続得点がないほどの激戦。しかし「あみ桜

輝」が９点を過ぎたころ、１番の勢いあるスパイクとブロックポイントが決まりだし、

自分たちのバレーを取り戻し、21 対 13 と大きくリードし２セット目を取り返す。

最終セット、お互いのレシーバーがひたすら拾い長いラリーが何度も続く。中盤は

「かすみがうら」１番と３番の強打と軟打を使い分けた攻撃で６連続得点を決める。

「あみ桜輝」は必死に粘りを見せるも「かすみがうら」の勢いを止められず、最後は

１番の強烈なスパイクが決まり 15 対 10 で奪取。セットカウント２対１で「かすみが

うら」が支部大会のリベンジを果たした。

（戦評者：山下）



男女混合決勝戦

「小美球ＢＩ」 対 「協和」

１セット目序盤、「協和」のサーブが良くリードするも、「小美球ＢＩ」１番のスパ

イクが決まり逆転する。その後「小美球ＢＩ」２番のサーブが続き流れをつかむ。「協

和」も１番、３番の攻撃で得点を重ねていくが、「小美球ＢＩ」の勢いを止められず 21

対 13 で「小美球ＢＩ」が１セット目を先取。

２セット目、お互い攻撃が決まり得点を重ねていく。徐々に「小美球ＢＩ」のペー

スが上がりリードするが中盤に入り、「協和」のレフト、ライトのスパイクが決まりだ

し逆転する。その後も「協和」２番のサービスエースで点差を広げる。しかし「小美

球ＢＩ」も粘りを見せ同点に追いつき、その勢いを「協和」が止められず、22 対 20 で

「小美球ＢＩ」が２セット目も連取しセットカウント２対０で「小美球ＢＩ」の勝利。

決勝戦にふさわしい白熱した内容となった。

（戦評者：田村）


